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○化石燃料を脱却し、エネルギーを地域でつくって地域で使うことで区内経済の活性化につなげる。
○家庭のＣＯ₂排出量が多いため、一人ひとりが生活で使うエネルギーを見つめ直す仕組みの構築や、
まち全体での省エネ・再エネを進める。
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提案を受けての
区の方針

エネルギーの地産地消を目指すことは、持続可能な社会の実現に向けて重要であり、
他自治体との連携による再エネ供給の可能性も含め、区内の再エネ流通の一層の拡大
を図る。同時に、区民一人ひとりがエネルギー利用の最適化を考え、行動を実践で
きる環境づくりを行う。

主な取組：提案05・06・08
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○私たちが使うモノがつくられる過程から変えていくことが大切であり、事業者や行政のチカラが
欠かせないため、様々な主体が連携して仕組みを変えていく。
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提案を受けての
区の方針

ごみの減量を進めるには区民一人ひとりの意識醸成や行動変容が重要であり、その
ため、ごみに関する情報をわかりやすく可視化して情報提供していく。
また、事業者との連携や区民参画による「杉並版循環システム」の構築を目指す。

主な取組：提案11・12・13・17
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○暑さ軽減や、雨水浸透といった役割を果たすみどりを、地域資源として次世代に受け継ぐには、
適切な維持管理が重要であり、その大切さを理解する区民を増やして地域で守り・育てていく。

03

提案を受けての
区の方針

みどりは多様な機能や価値を持ち、グリーンインフラとして必要不可欠であり、杉並
の原風景である屋敷林や農地をはじめとした貴重なみどりを共通の財産として将来に
引き継ぐため、区民等との協働により、みどりを守り育てる取組を推進していく。

主な取組：提案19・22・23・24
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○二酸化炭素の排出が伴う移動をさらに減らし、自転車や徒歩など排出量が少ない手段に切り替えていく
必要があるため、人と環境にやさしい交通システムを築いていくための仕掛けや仕組みを提案する。

04

提案を受けての
区の方針

杉並区産MaaS「ちかくも」により、環境にやさしい移動の選択肢の拡充や、潜在的
な地域の魅力発見につなげ、移動需要の創出と地域の活性化を目指すとともに、公
共交通や自転車等をより使いやすく、使いたくなるような情報を発信し、マイカー
に過度に依存しないお出かけを提案します。

主な取組：提案26・27・28・29・33
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